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１．中期経営戦略 
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２０２０年に向けたビジョン 
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                ハイテク・ソリューション事業におけるグローバルトップをめざす 企業ビジョン 

バイオ・ 
ヘルスケア 

社会・産業 
インフラ 

先端産業 
システム 

最注力分野として重点投資 

当社コアコンピタンスとして強化 

最先端・成長領域に特化 

既存事業拡大：生化学・免疫､検体検査自動化 
新規事業展開：遺伝子検査､細菌検査､凝固検査 

基盤ソリューションのさらなる活用 
社会・産業を支える科学システム・商事事業、 
エネルギー・鉄道等狭義の社会インフラ事業 

半導体微細加工分野(既存領域)の収益最大化 
 ＩｏＴ等隣接市場への展開とさらなる新分野進出 

(商事機能) (メーカー機能) 

事業ポートフォリオ戦略 

       お客様が最先端・最前線の事業創造企業に 

       なっていただくために最大限の貢献 
ミッション 

“Challenge to Change”  

(変革への挑戦) 

事業ポートフォリオ戦略にもとづく具体的成長戦略・施策を展開 
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“変える勇気・変わる勇気を持って進む” 

 個別化されたニーズにきめ細かく応え、高度な専門性でソリューションを提供 

 全体最適の視点で、現場の社員が自ら考え、判断、行動する意識改革を推進 

さらなるお客様志向への変革 

自律分散型組織への変革 

•震災復興（建屋整備他） 
•事業構造改革（有機ＥＬ･実装･後工程） 

•２０２０年に向けた成長サイクルの形成 
（Ｒ＆Ｄ･ＩＴ/サービス･インオーガニック投資） 

～ＦＹ１５ ～ＦＹ１８ 

主力事業で継続的に収益を確保しつつ、次世代につながるリソース増強・投資を推進 

成長戦略実現に向け、マネジメントを「Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と「Ｍａｔｅｒｉａｌｓ」に区分 

科学・医用 
システム 

電子デバイス 
システム 

先端産業 
部材 

現状：セグメントごとのマネジメント 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

科学・医用 
システム 

電子デバイス 
システム 

産業 
システム 

産業・ＩＴ 
システム 

Ｍａｔｅｒｉａｌｓ 

先端産業 
部材 

基本方針 

中期経営方針 

ビジネスモデルの違いを勘案し 
マネジメントを「Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と「Ｍａｔｅｒｉａｌｓ」に区分 

提供する価値およびターゲットを設定 

ファインテック 
システム 
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バイオ・ 
ヘルスケア 

中期経営戦略② 
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                                       社会・産業インフラ 

 
 

   
   

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 
（装置・機器） 

Ｍａｔｅｒｉａｌｓ 
（部品・材料） 

 
 
 
 
 

Ｆｕｌｌ Ｖａｌｕｅ 

Ｃｈａｉｎ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ 

（製造業向け） 

科学・医用システム 産業システム 

“産業インフラ” 
(製造業向け) 

自動車・二次電池・ 
製薬・食品等 

“社会インフラ” 

環境・エネルギー 
太陽光、水関連等 

インフラ検査 

鉄道検測等 

ＩＶＤ事業 

生化学・免疫 
遺伝子検査 
細菌検査等 企画・開発から、 

サービスまで 
バリューチェーンの 
全体最適を実現 

先端産業 
システム 

半導体 
製造装置 

Ｒ＆Ｄ･プロセスコントロール･ＱＡ･セキュリティ 

提供 
価値 

コア技術（分析/解析・自動化等） ＋ グローバル営業力/エンジニアリング力 営業力/調達力 強み 

科学 
システム 

社会インフラ 
産業インフラ 

ＩＣＴソリューション 
セグ 
メント 

商事サービス 
（ＦＶＣオーガナイザー） 

事
業
ド
メ
イ
ン
 

技術力・開発力を活用 区分 

*ＶＣＳ： Ｖａｌｕｅ Ｃｈａｉｎ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ 

バイオ・ 
メディカル 

電子デバイスシステム 

プロセス製造装置 
（エッチング装置等） 

評価装置 
（ＣＤ-ＳＥＭ等） 

ソリューション：【強いプロダクト＋商事品】×【アプリケーション＋サービス】 

 
 
 

先端産業部材 

工業材料 
電子材料 
ＶＣＳ* 
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Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

Ｍａｔｅｒｉａｌｓ 

手持ち資金活用による 
さらなる事業投資 

事業を支える製造能力の拡充と生産技術力の強化 
デモ設備等の拡張による顧客とのコラボレーションの深化 

ＥＢＩＴに占めるサービス事業
＊

の割合：５０％以上を維持    

 ＥＢＩＴマージン率 １０％以上 

 ＥＢＩＴ絶対額 ５０億円以上 

収益性 

事業 
投資 

サービス 
比率 

売上 
収益 

市場の伸びを上回る成長の実現 

        目標達成に向けて成長戦略を策定・実行 ＫＰＩ 

成長戦略実現に向けて積極的に投資を実行 投資戦略  （２０１６～２０１８年度累計） 

（１８年度） 

事業ごとの売上収益ＣＡＧＲ ＞ 市場成長率 

研究 
開発 

配当性向３０％をめざし、安定配当を維持 株主還元 

設備 
投資 

バイオ・メディカル事業を中心に増額（２０１３～１５年度比 ３０％増） 

*サービス事業：製品保守サービス、ＩＴソリューション、商事サービス等 

投資規模 

８００億円 

４００億円 

３００億円 
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２．２０１７年３月期業績予想 

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。 
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２０１７年３月期業績予想（ハイライト） 
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売上収益 ６,６００ 

１７/３予想 

ＥＢＩＴ*2 

税引前利益 

当期利益 

３９７ 

 ４００ 

３１５ 

一株利益  ２２９円０４銭 

一株配当   ６５円００銭 

ＲＯＥ ９.５％ 

ＦＣＦ ＋３５ 

（億円） 

・想定レート：１ＵＳＤ＝１１０円、１ＥＵＲ＝１２０円 

＋３１０ 

△８６ 

△４５ 

 ±０円００銭 

 △３２円６４銭 

△２１１ 

△２.１％ 

△８５ 

＋５％ 

△１８％ 

△１２％ 

△１８％ 

増減額 

前期比 

増減率 
１６/３ 実績 

調整後営業利益*1 ４００ △７０ △１５％ 

６,２９０ 

４８２ 

 ４８６ 

３６０ 

 ２６１円６８銭 

  ６５円００銭 

１１.６％ 

＋２４６ 

４７０ 

*1 調整後営業利益： 売上収益から売上原価ならびに販売費および一般管理費の額を減算して算出した指標 
*2 ＥＢＩＴ（Ｅａｒｎｉｎｇｓ Ｂｅｆｏｒｅ Ｉｎｔｅｒｅｓｔ ａｎｄ Ｔａｘｅｓ）：税引前利益から受取利息および支払利息を除外した数値 
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 ２０１５年度実力値は４４４億円（４８２億円－年金制度移行影響３８億円） 
 ２０１６年度はさらなる成長加速のための成長戦略投資を積極的に行う 

２０１７年３月期業績予想（前期比増減要因：ＥＢＩＴ） 

482  
444  

397  

0  

300  

600  

１６/３実績 １７/３予想 １６/３実績 

年金制度 
移行影響 
△38 

成長 
戦略投資 
△55 

為替 
影響 
△49 

売上 
拡大 
＋39 

原価 
低減他 
＋18 

（年金制度移行影響除く） 

（億円） 
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３．セグメント別事業戦略および 
     ２０１７年３月期業績予想 

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。 
   （e）は、今回予想（２０１６年４月公表値） 
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■ 既存事業・新規事業の重点投資施策 

科学・医用システム（バイオ・メディカル事業） 
 ―中期的市場環境と事業戦略― 

12 

バイオ・ 
ヘルスケア 

【生化学・免疫検査市場(装置・試薬合計)】 

【遺伝子・細菌検査市場(装置・試薬合計)】 

        全ての体外診断市場におけるグローバルプレーヤーになる 事業ビジョン 

市場環境 事業戦略 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

２０２０年の成長実現に向けた投資を促進 

■ 先進国では医療費削減圧力が大きいが、 
  中国・新興国では安定成長(特に免疫) 

   
 

■ 成熟市場 (２０１５～２０１８年ＣＡＧＲ) 

 ・生化学検査 ２％ ・免疫検査 ５％  

 

■ 検査テスト数は増加も、試薬・装置への 
  投資は抑制傾向   
 

■ 安定成長市場 (２０１５～２０１８年ＣＡＧＲ) 

 ・遺伝子検査 １０％ ・細菌検査 ７％ 
  (体外診断市場の中で最も高成長率の事業分野)  

 ■ 遺伝子研究・診断分野においては、 
  ＣＥ*1シーケンサはマイナス成長。次世代 
  シーケンサ(ＮＧＳ)は臨床研究(癌パネル等) 

  を中心に２桁成長 
  

事業区分 施   策 

既 存 
・生化学・免疫検査市場でのさらなるＳＣＢ*2深化 

・製造基盤強化への投資継続 

新 規 
・強い試薬会社とのＳＣＢ開発投資 

・遺伝子・細菌検査事業の立ち上げ 

*2 ＳＣＢ：システムコラボレーションビジネス 

■ 分析コア技術活用によるバイオ・メディカル事業強化 

分光/クロマトグラフィ
/質量分析/Ｘ線分析/
流体制御 

バイオ・メディカル事業 分析コア技術 

専用機の開発 
・高感度血液分析 
・遺伝子検査  等 

バイオ・メディカル製品と分析コア技術のシナジーによる 
新規事業・ソリューションビジネスの創出 

技術 
活用 

*1 ＣＥ（Ｃａｐｉｌｌａｒｙ Ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｓｉｓ）：キャピラリー電気泳動式 
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２０１６年度の課題・取り組み 

■ 既存事業の競争力強化 

 ・ｃｏｂａｓ８０００シリーズ 高速免疫モジュールｅ８０１の 
   欧州向け発売に伴う従来機種からの切替促進 

 ・ｃｏｂａｓ ｃ５１３ 糖尿病検査専用機の拡販 

 ・中国市場における生化学/免疫ビジネスの 
  試薬レンタルによるソリューション事業の強化 
 

■ ビジネス基盤増強のための積極投資 

 ・「日立ハイテク九州」設立による生産能力の強化 
 

■ 新規事業の早期立ち上げ 
 ・米国Ｎａｎｏｓｐｈｅｒｅ社製 迅速細菌検査システム 

  （敗血症パネル 薬事体外診断薬）の国内発売開始 

1,038 970 

133 158 

0  

1,000  

2,000  

16/3 17/3(e) 
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科学・医用システム（バイオ・メディカル事業） 
―２０１７年３月期業績予想― 

1,770 

科学機器 

電子 
顕微鏡 

△７％ 

＋１９％ 
ﾊﾞｲｵ製品 
その他 

ﾒﾃﾞｨｶﾙ 
製品 

売上収益・ＥＢＩＴの推移 

△２％ 

売上収益 
前期比 

(△４％)* 

*バイオ・メディカル事業の前期比 

266 

1,740 

（億円） 

バイオ・ 
ヘルスケア 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

1,171 
1,128 

230 

：ＥＢＩＴ 

Ｎａｎｏｓｐｈｅｒｅ社製  
迅速細菌検査システム 
「Ｖｅｒｉｇｅｎｅ（ベリジーン）」 

･多項目同時検査 
(マルチプレックス検査) 
･自動化による簡単操作 
･高精度検査 
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■ 製品ラインアップの完成と分野別攻略による 
  電子顕微鏡と科学機器の事業拡大 

科学・医用システム（科学システム事業） 
 ―中期的市場環境と事業戦略― 

14 

社会・産業 
インフラ 

  科学機器のグローバルメジャープレーヤーをめざす 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

事業ビジョン 

市場環境 事業戦略 

【科学機器】 
 

■ 市場成長率 ２～３％ (２０１５～２０１８年ＣＡＧＲ) 
 

■ ライフサイエンス、環境・新エネルギー、 
    新材料等の最先端分野で、高精度で 
  スループットの高い専用機の需要が拡大 

自動車向けＩｎ-ｓｉｔｕ観察（ガス雰囲気/加熱） 
電池の正極材評価（ＳＥＭ*1/ＳＰＭ*2シナジー） 
天然資源向け鉱物評価専用機（粒子解析） 

電子 
顕微鏡 

 ＬｉＢ*3･燃料電池用異物検査専用機 
質量検出器をコアとした専用機の開発 

科学 
機器 

【電子顕微鏡】 
 

■ 市場成長率 ２～３％ (２０１５～２０１８年ＣＡＧＲ) 

  地域別市場構成比（２０１４年度）： 
   日本１７％、 欧州２４％、米州１４％、 
   中国２０％、アジア他２５％ 
 

■ 環境・新エネルギー分野で、超高分解能・ 
  高精度解析・反応過程観察ニーズが増加 
 

■ 高機能材料から生体サンプルまで、 
  内部構造の三次元解析ニーズが拡大 
 

 
 
 

２０２０年に電子顕微鏡グローバルトップをめざす 
自社開発＋アライアンス・Ｍ＆Ａで技術・製品・販売網を 
 強化し、ソリューションを提供 

■ 分野別ソリューション提供の推進 
 

・競争力ある新製品の継続的市場投入 

Ｓｔｅｐ３ 

Ｓｔｅｐ１ 

Ｓｔｅｐ２ 

*1 ＳＥＭ：走査電子顕微鏡   *2 ＳＰＭ：走査プローブ顕微鏡   *3 ＬｉＢ：リチウムイオン電池 

戦略的ラインアップ完成 

・販売網整備  ・グローバルマーケティング力強化 

・分野別ソリューション  ・アプリケーション/専用機 

分野別攻略 

Ｗ/Ｗ体制強化 
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349 354 

250 257 

0  

1,000  

2,000  

16/3 17/3(e) 
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* 科学システム事業の前期比 

科学・医用システム（科学システム事業） 
 ―２０１７年３月期業績予想― 

1,770 

＋３％ 科学機器 

＋１％ 

電子 
顕微鏡 

ﾊﾞｲｵ製品 
その他 

ﾒﾃﾞｨｶﾙ 
製品 

売上収益・ＥＢＩＴの推移 

△２％ 
(＋２％)* 

1,740 

（億円） 

社会・産業 
インフラ 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

599 612 

売上収益 
前期比 

：ＥＢＩＴ 

266 230 

２０１６年度の課題・取り組み 

■ グローバル販売体制・マーケティング機能強化 

 ・欧州･韓国等の販売体制の強化（電子顕微鏡） 
 ・中国･アセアン等の販売代理店網の体制強化 

  （科学機器） 

 
■ ボリュームゾーン向けの新製品の継続投入  

 

 
 

 

 
 

 

 

 

■ ソリューションの提供と専用機の拡販 

 ・ＳＥＭ/ＳＰＭのシステム販売の強化 
 ・液体クロマトグラフ/質量検出器のシステム販売 

 ・ＬｉＢ/燃料電池用インライン異物検査装置の販売 

 

走査プローブ 
顕微鏡 
「ＡＦＭ５５００Ｍ」 

走査電子顕微鏡 
「ＦｌｅｘＳＥＭ １０００」 

･小型化･軽量化 
･低加速領域の分解能向上 
･高画質観察 

・計測精度向上 
･操作性向上 
･ＳＥＭ/ＳＰＭの観察試料 
 箇所特定可能 
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電子デバイスシステム 
 ―中期的市場環境と事業戦略― 

16 

先端産業 
システム 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

(年) 

        新たな価値をお客様と共に追求し、創造する 事業ビジョン 

市場環境 事業戦略 

半導体製造装置市場（前工程） 新たなニーズ・新市場向けの事業開発を推進 

*1 ＷＬＰ：Ｗａｆｅｒ Ｌｅｖｅｌ Ｐａｃｋａｇｅ   
*2 カスタマーソリューション本部を新設   
*3 ＣＩＰ：Ｃｏnｔｉｎｕｅｄ Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ Ｐｌａｎ 

２０１６ ２０１７ ２０１８ 

半導体微細加工 
分野での事業拡大 

新構造・新材料等、
多様なニーズへの
対応 

隣接市場への 
事業展開 
（ＩｏＴ/ＷＬＰ*1等） 

 
サービス事業拡大 
 

エッチング装置： 
 現地開発体制強化により顧客対応力を強化 
計測検査装置： 
 顧客密着型開発によりタイムリーに製品を提供 

新たなニーズ向けに製品ラインアップを強化： 
 プラットフォーム応用製品により多様なニーズに 
 応えるソリューションを提供 

専任組織*2により新たな市場のニーズに対応 

ＩｏＴ/ＷＬＰ用装置の機種拡充 小口径ＳＥＭ等 

（出所） Ｇａｒｔｎｅｒ（16年4月）データに基づき当社作成    

（億ＵＳＤ） 

■ 主要顧客の動向 
 ・ロジック：ＭＰＵ、ファウンドリが５ｎｍ世代 
  の開発に着手 
 ・メモリー：３Ｄ-ＮＡＮＤに投資を集中 
 
■ 中国市場の動向 
 中国投資ファンドと海外大手半導体 
 メーカーが投資を拡大 
 

■ ＩｏＴ市場の動向 
 センサ・ＭＥＭＳ・パワーデバイスなどの 
 小口径ウェーハ市場は堅調に推移 
 
 

年度 
項目 

CAGR(15→18) 4.1％ 

ＣＩＰ*3などサービスメニュー拡大 

専任組織*2によりＷ/Ｗ事業拡大を推進 
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508 
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0  

650  

1,300  

16/3 17/3(e) 

■ 国内外開発拠点の機能拡充による 

   アーリーコラボレーションの深化 
 

 ・国内外エンジニアリングサイト 

 の設備を増強 

 ・海外サイトに設計者を増員し 

  顧客密着型開発を強化 

 

 
 

 

■ 新事業立ち上げと 

   サービス事業拡大による成長加速 
 

 ・変化する顧客のニーズに対応する組織として 

 「カスタマーソリューション本部」を新設 

  →ＩｏＴ、車載、パワーデバイス、 

   ＷＬＰ向け製品を順次展開 

  →ＣＩＰ等サービスメニュー拡充 
   によりサービス事業を拡大 

 
   

1,027 

＋１３％ 

＋７％ 

＋１９％ 

プロセス 
製造装置 

（億円） 

評価装置 

1,163 

 
   

売上収益・ＥＢＩＴの推移 ２０１６年度の課題・取り組み 

17 

電子デバイスシステム 
 ―２０１７年３月期業績予想― 

先端産業 
システム 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

高分解能ＣＤ-ＳＥＭ 
「ＣＧ６３００」 

小口径ウェーハ対応 
ＣＤ-ＳＥＭ「ＣＳ４８００」 

売上収益 
前期比 

：ＥＢＩＴ 

161 153 
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■ 新たな体制による事業運営 

社会・産業 
インフラ 

環境・ 
エネルギー 

 再生可能エネルギー事業拡大 
 新興国向け電力システム事業強化 

計装 
 総合計装システム、工業計器の製品開発強化 
 アジアを中心とした海外事業強化 

鉄道検測 
 検測装置事業の拡大、周辺設備検査装置開発 
 海外事業展開推進 

自動車 専門営業強化による自動車部品組立装置拡販 

産業システム 
 ―中期事業戦略― 

18 

産業用ＩＪＰ  戦略的パートナーとの協業による事業立上げ 

ＬｉＢ  ＬｉＢ製造におけるソリューション提供 

社会 
インフラ 

産業 
インフラ 

ＩＣＴソリューション 
（ＩｏＴ/クラウド） 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

        産業分野のオンリーワン・ソリューションプロバイダーになる 事業ビジョン 

市場環境 事業戦略 

社会・産業インフラ関連事業の一体運営 

各事業領域における一体運営の推進により 
 技術力と営業力を活かしたベストミックスを構築 
最適なソリューションを提供することで 
 顧客の最大価値創出に貢献 

■ 産業インフラ分野 

 

■ 社会インフラ分野 

薄膜  薄膜製造装置の新製品、新工法の開発 

産業システム事業統括本部 

一体運営・事業強化 

ファインテック 
システム 

産業・ＩＴ 
システム 

産業・ＩＴシステムとファインテックシステムの 
一体運営により、社会・産業インフラ関連事業における 

事業基盤の強化と深耕をめざす 

ＩｏＴ パートナー企業協業による事業基盤強化 

■ ＩＣＴソリューション分野 
 

クラウド サービス基盤として継続的に強化 
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0  

600  

1,200  

16/3 17/3(e) 

ＩＣＴ 

ソリュー 

ション △１９％ 

産業 

インフラ ＋５％ 

985 

＋２％ 

1,001 

売上収益・ＥＢＩＴの推移 

（億円） 

２０１６年度の課題・取り組み 

■ 社会インフラ 
 ・営業車搭載鉄道検測装置の事業拡大 
 ・総合計装システム、工業計器の製品開発推進 
 ・メガソーラー共同事業（ＥＰＣ*）の推進 
  （石川県小松市、青森県三沢市、他） 
 ・キューバ向け電力システム事業への再参入  

社会 

インフラ ＋１７％ 

産業システム 
 ―２０１７年３月期業績予想― 

社会・産業 
インフラ 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

■ 産業インフラ 
 ・自動車部品組立装置の事業拡大 
 ・パートナー企業との協業によるＬiＢ製造装置拡販 
 ・薄膜装置、産業用インクジェットプリンタ等、 
  新事業の立ち上げ 
 

■ ＩＣＴソリューション 
 ・顧客課題を解決する付加価値ソリューションの創出 
 ・日立グループとの協業によるＩｏＴソリューション提供 
 

  

総合計装システム 
「ＥＸ-Ｎ０１」 

売上収益 
前期比 

* ＥＰＣ : Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ, Ｐｒｏｃｕｒｅｍｅｎｔ ａｎｄ Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ 

：ＥＢＩＴ 

11 18 
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社会・産業 
インフラ 

先端産業部材 
 ―中期事業戦略― 

20 

Ｍａｔｅｒｉａｌｓ 

        製造業向けＦＶＣを商材としたビジネスオーガナイザーをめざす 事業ビジョン 

事業戦略 

フルバリューチェーン（ＦＶＣ）基盤の構築・拡充 

■ 主要事業別事業戦略 
   

 
 
 

■ 日立グループとの協創 
 
 

 製造業向けＦＶＣのプラットフォーム確立、  
 取引先への拡販促進によるＮ倍化 

ＶＣＳ 

 センサ･商用車･ターボ部材でのＶＣ事業拡大 輸送機器 

 自動車･建機･家電向け事業の拡大 機能材料 

 半導体･車載分野、ＩＣカード部材および 
 セキュリティ･ソリューションにおける事業の推進 

エレクト 
ロニクス 

 スマホ分野のＶＣ深耕と仕入先との協業推進 
コミュニ 
ケｰション 

*ＶＣＳ : Ｖａｌｕｅ Ｃｈａｉｎ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ 

企画･開発 調達 製造 販売 サービス 

Ｏｎｅ Ｗｉｎｄｏｗ ＳｅｒｖｉｃｅによるＦＶＣ実行 

調達力・営業力を活かせる分野での事業拡大 

工業 
材料 

電子 
材料 

ＶＣＳ* 
■ 事業投資の推進 
 

自動車・鉄道分野での新事業開拓 
 ・保守メンテナンス事業への参入 
 ・新興地域における樹脂成型事業への出資 

取引先の海外展開サポート 
 ・スマートファクトリー等の構築支援 
 

   

 

顧客 

ＦＶＣを商材として提供 

グループ内アセット活用と連携強化 

日立グループ 

グローバル製造業                  
顧客の経営課題の解決  

             

                 
             

日立 
ハイテク 

●グローバルアカウントの実績 
 販売先（製造業）約1,000社、仕入先 約3,000社 

●グローバルビジネスネットワーク 
 海外23ヶ国および地域／日本国内20拠点 

分野 取り組み項目 
サブ 

セグメント 
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1,115  1,195  

857 814 

596  
771  

0  

1,600  

3,200  

16/3 17/3(e) 

(4,166) 
(3,869) 
2,568 

＋８％ 

2,780 

売上収益・ＥＢＩＴの推移 

（億円） 

△５％ 

＋２９％ 

＋７％ 

電子材料 

ＶＣＳ 

工業材料 

２０１６年度の課題・取り組み 

■ 工業材料 
 ・中南米における樹脂成型事業の協同推進 
 ・ＡＳＥＡＮ市場向けインド製特殊鋼板の拡販 
 ・ＬＮＧタンク事業の立ち上げおよび製造元との 
  連携強化 
    
■ 電子材料 
 ・半導体・車載分野でのパートナー企業との協業 
  による収益基盤の強化 
 ・光通信分野での仕入先の開拓、支援強化による 
  Ｏｎｅ Ｓｔｏｐ Ｓｏｌｕｔｉｏｎの深耕 
 
■ ＶＣＳ 
 ・各事業分野（自動車、鉄道、家電、情報通信等）に 
  特化したＦＶＣ基盤構築とサービスの提供 

先端産業部材 
 ―２０１７年３月期業績予想― 

社会・産業 
インフラ 

Ｍａｔｅｒｉａｌｓ 

インオーガニック成長戦略実現に向けた 
迅速な投資判断と実行 

（ ）は純額表示取引を 
含む取扱高 

売上収益 
前期比 

※従来のサブセグメントを変更しております 

：ＥＢＩＴ 

35 34 
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“変える勇気・変わる勇気を持って進む” 

個別化されたニーズにきめ細かく応え、高度な専門性でソリューションを提供 

全体最適の視点で、現場の社員が自ら考え、判断、行動する意識改革を推進 

さらなるお客様志向への変革 

自律分散型組織への変革 

中期経営戦略および２０１７年３月期業績予想 

END 
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補足資料 

23 

（億円） 

電子デバイス 
システム 

科学・医用 
システム 

産業 
システム 

先端産業 
部材 

１,０２７ 

１,７７０ 

９８５ 

２,５６８ 

１５３ 

２６６ 

１１ 

３５ 

１,１６３ 

１,７４０ 

１,００１ 

２,７８０ 

１６１ 

２３０ 

１８ 

３４ 

＋１３％ 

△２％ 

＋２％ 

＋８％ 

＋８ 

△３６ 

＋７ 

△１ 

売上 
収益 

ＥＢＩＴ 
売上 
収益 

ＥＢＩＴ 

前期比 １７/３予想 １６/３ 実績 

６,２９０ ４８２ ６,６００ ３９７ 全社合計 
＊全社合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれています。  

＊２０１６年３月期のＥＢＩTには、確定給付企業年金制度の一部を確定 

    拠出年金制度へ移行した影響額を含んでいます。 

売上 
収益 

ＥＢＩＴ 

＋５％ △８５ 

■２０１７年３月期業績予想（セグメント別） 

■受注高推移（電子デバイスシステム） 

１６／３ 
実績 

１７／３ 
予想 

前期比 

設 備 投 資 額 １２０ １４１ ＋１７％ 

減 価 償 却 費 １０５ １２１ ＋１６％ 

研 究 開 発 費 ２０２ ２３９ ＋１９％ 

■設備投資額・減価償却費・研究開発費 
（億円） 

１５/１Ｈ １５/２Ｈ ＦＹ１５合計 １６/１Ｈ １６/２Ｈ ＦＹ１６合計 

前回発表（1月） 
（前年同期比） 

４５６ 

（＋１４％） 
６１４ 

（＋１６％） 
１,０７０ 

（＋１５％） 
― ― ― 

今回発表（４月） 
（前年同期比） 

４５６ 

（＋１４％） 
７２６ 

（＋３８％） 
１,１８２ 

（＋２７％） 
５０６ 

（＋１１％） 
５０５ 

（△３０％） 
１,０１１ 

（△１４％） 

：前回（1月）予想 ：実績 ：今回予想 
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中期経営戦略および２０１７年３月期業績予想 
説明会資料 
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＜資料取り扱い上の注意＞ 
・ 本プレゼンテーションで述べられている決算概要および業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結であり、億円未満を四捨五入しています。 
・ 当社が開示する将来の業績見通しや戦略等に関する予想は、開示時点で知りうる情報や合理的と思われる前提をもとに策定しており、さまざまな外部要因による直接的・間接的な影響により、 
   実際の当社の業績等が開示内容と異なる可能性があります。但し、開示内容との間に大きな乖離がある場合は、法令や証券取引所が定める適時開示規則並びに当社の自主的な判断に基づき、  
   その都度開示していきます。 
    
   また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断で 
  なさるようにお願いいたします。 
 

お問合せ先 
ＣＳＲ本部 ＣＳＲ・コーポレートコミュニケーション部 
部長 西村 健 
TEL：03-3504-7813 FAX：03-3504-5943 
E-mail： takeshi.nishimura.zh@hitachi-hightech.com 


